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三方湖産 タナゴに,琵 琶湖産の遺伝形質が4個 体中1個 体から検出された。そ こで,三 方湖産の新たな遺伝形
質を検索す る目的で,水 晶体タンパク質の解析を2D-DIGE法で行った。統計処理 した結果,有 望な形質が幾つか
検出された。
 A  hctrart  .
  The cytochrome b genetic trait of the Lake Biwa endemic species was detected from one among four individuals of 
the Mikata lake. In order to search the new genetic trait of the Mikata lake endemic species, lens protein 
composition was analyzed by the 2D-DIGE method. As a statistical result, some promising characters were 
detected.
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1.はじめに
環境省絶滅危惧IA類(CR)に 指定されている本報







湖でもミトコンドリア ・シ トクロムbの 遺伝子解析に









個体 と三 方湖産 雌3個 体 を用 い た。各個 体に識 別No.
を付 し,全 長,体 重,水 晶体重量(2コ 分)お よび シ
トクロムb遺 伝子ハ プロタイフ゜HT(HT:01琵琶湖木
之本型,HT:02琵 琶湖湖北型,HT:07三 方湖型)を
それ ぞれ計測 および同定 した(6)。
水 晶体 タ ンパ ク質 の抽 出,ラ ベル化 は前回の方法 と
同様 に行 った(13)。統計的解析を可能 とす るため,Alban




と し て 用 い た 。1次 元 目 の 等 電 点 電 気 泳 動 は
ImmobilineDryStrippH3-11NL,18cm(GE社製)を 用





い,蛍 光パ ター ンはTyphoon(GE社製)で イ メー ジ化
し,Progenesis(PerkinElmer社製)で 統計解析 した。
三方湖 産に固有な タンパ ク質ス ポッ トは,ゲ ルか ら ト
リプシ ンペ プチ ドとして抽出 し飛行 時間型質量分析装
置(auto且ex,BrukerDaltonics社製)で 分析 し,マ ス


















291 ♀ 60.8 2.2 3.6 HT:02
292 ♀ 66.0 2.4 4.3 HT:01
293 ♀ 75.3 4.3 6.8 HT:02
福井県
三方湖
301 ♀ 68.5 3.5 4.7 HT:07
302 ♀ 69.8 4.0 5.4 HT:07




DIGE-1～3の蛍光イ メー ジングは,低 感度 と高感度
(図1～3)で 画像化 した。三方湖産 の水 晶体 タンパ
ク質 は,DIGE-1(図1)とDIGE-3(図3)でCy5の
赤色 で,お よびDIGE-2(図2)でCy3の緑色 でイメー
ジングされ てい る。
図1DIGE-1の 低 感 度 と 高 感 度 イ メ ー ジ ン グ
lS:内部 標 準,熊 本 県 緑 川 産No.291(♀,HT:02,Cy3
ラ ベル)と 三 方 湖 産No.301(♀,HT:07,Cy5ラベ ル)
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図2 DIGE-2の低 感 度 と 高 感 度 イ メ ー ジ ン グ
IS:内部 標 準,熊 本 県緑 川 産No.292(♀,HT:01,Cy5
ラベ ル)と 三 方 湖 産No.302(♀,HT:07,Cy3ラベル)
図3 DIGE-3の低 感 度 と 高 感 度 イ メ ー ジ ン グ
IS:内部 標 準,熊 本 県緑 川 産No.293(♀,HT:02,Cy3
ラベ ル)と 三 方 湖 産No.303(♀,HT:07,Cy5ラベル)
低感度イ メー ジングでは,三 方湖産 に特 に多 く発現 さ




図4三 方 湖 産 ♀No.301-303個体(上)と 熊 本 県 緑 川 産
♀No.291-293個体(下)の 統 計 的2D-DIGEイメ ー
ジ ン グ の 比 較
全 部 で約2,200タンパ ク質 ス ポ ッ ト領 域 が 識 別 され,
統 計 的 に 三 方 湖 産 に 有 意 に2倍 以 上 多 く発 現 して い
る31ス ポ ッ ト(上段 ・緑 囲み 線 領 域)と 緑 川 産 に有 意
に2倍 以上 多 く発 現 して い る30ス ポ ッ ト(下段 ・緑 囲
み 線 領 域)が 検 出 され た 。 こ の 中 で 三 方 湖 産 に 多 い タ
ン パ ク 質 ス ポ ッ ト領 域 のA482(95kDa,pl7.3),A1067
(50kDa,pl5.5),A1415(38kDa,pl7.1),A1588(30kDa,
pl6.8),A1844(24kDa,pl6.4)およ びA2138(18kDa,
pl6.0)のタ ンパ ク質 の 質 量 分 析 を行 っ た 。
低感度 では,発 現量の多い共通 クリスタリンである α一,
β一,お よび γ一クリス タ リンが主 に観察 され る。 ただ
し,そ の分子量 は18～32kDaが普通 である。A1588,
A1844およびA2138は この範 囲に入 るので恐 らく共
通 ク リスタ リン と考 え られ るが,質 量分析 ではそれ と
同定 できなか った(図5)。
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特異的 ク リスタ リンの可能性 がある。質量分析の結果,
スコアが低い ものの,グ ル コー ス6一 ホスフ ァター ゼ
とのホモ ロジーを一部検 出 した。
一方,高 感度イ メー ジングでは,発 現量 の低 い高分
子量 のタンパ ク質 スポッ ト領域A482(95kDa,pl7.3)
とAlO67(50kDa,pl5.5)が検出された。質量分析 の
結果,A482は 同定できなかったが,AlO67は,細 胞
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